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足
の
引
っ
張
り
合
い
、
我

が
身
か
わ
い
さ
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
今
国
会
。
な
ぜ
日
本

に
優
秀
な
傲
治
家
が
少
な
い
■

の
か
英
国
人
に
隙
い
た
と
こ

ろ
、
例
え
れ
ば
プ
ロ
と
ア
マ

の
違
い
、
出
自
の
差
だ
と
害

わ
れ
た
。
英
キ
ヤ
メ
ロ
ン
首

相
や
閣
僚
の
多
く
は
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
P
P
E

（
哲
学
、
政
治
学
、
経
済

学
）
コ
ー
ス
を
出
て
い
る
。

公
職
を
目
指
す
学
生
の
た
也

に
一
九
二
〇
年
代
に
鞋
生
し

巷
」
の
コ
ー
ス
で
、
生
徒
た

ち
は
週
二
回
、
教
授
と
向
き

合
い
、
原
子
論
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
を
越
え
て
個
人
指
導
」
チ

ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
受
け
る
。

掘
出
し
た
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
自

分
の
考
え
を
問
わ
れ
、
分
析

し
、
発
言
を
求
め
ら
れ
る
。

こ
子

伸
慶

批
形

い
井

は値価
誹

の円
・

万4
0
02

・
「
学
ぶ
」
の
で
は
な
く
「
考

え
抜
く
」
こ
と
で
集
団
Ⅵ
意

見
に
雷
同
す
る
こ
と
な
く
、
▼

各
自
が
確
固
た
る
意
志
を
持

つ
。
特
別
優
秀
な
生
徒
が
集

ま
る
狭
き
門
P
P
E
は
、
自

分
が
選
ば
れ
た
者
だ
と
明
白

に
す
る
環
境
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
特
殊
な
教
育
機
関
で

輩
出
さ
れ
続
け
て
き
た
英
国

の
政
治
家
が
具
体
的
に
国
を

変
え
ら
れ
る
の
幣
世
襲
議

鼻
と
導
り
土
台
が
あ
っ
た
か

ら
。
す
で
に
公
務
員
の
大
幅

削
減
を
決
め
た
キ
ヤ
メ
ロ
ン

首
相
は
、
国
会
議
兵
も
六
百

人
に
削
り
、
さ
ら
に
十
五
億

円
以
上
の
凝
費
を
切
り
叔
る

方
針
h。
ち
阻
み
に
英
国
下
院

義
貞
の
年
収
は
九
百
万
円
少

々
。
一
方
、
公
務
員
の
給
与

も
国
会
議
員
の
歳
費
も
削
ら

な
い
日
本
の
政
治
家
は
、
国

難
の
国
会
で
右
往
左
往
し
た

だ
け
だ
っ
た
。
プ
ロ
で
も
な

い
人
た
ち
に
年
収
二
千
四
百

万
円
は
あ
ま
り
に
高
す
ぎ

る
。
（
作
家
）


